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 LANDRiV 新バージョンリリースのご案内 

 

以下のとおり、LANDRiV の新バージョンをリリースいたしましたのでご案内いたします。 

ソフトウェア名 バージョン 対応機種 

LANDRiV for Nivo 2.9.0 Nivo H シリーズ 

LANDRiV for Nomad/T41 4.9.0 現⾏モデル 

Nivo シリーズ 

NST-305Cr/307Cr, NST-C1r 

旧モデル 

GF-200N/200/300N/300/400N/400 シリーズ 

NST-100/200/300N/300 シリーズ 

DTM-400/500/600 シリーズ 

LANDRiV for SPS 2.9.0 Trimble SPS トータルステーション シリーズ 

LANDRiV for S3c 2.9.0 Trimble S3c トータルステーション シリーズ 
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本バージョンの主な変更点は、以下のとおりです。 

① 基本観測（単回観測）/測設/TS モードの表示項目がカスタマイズできる機能を追加しました。 

② データ取り込みで、ブレーキが入った SIMA 路線データを取り込めるように改良しました。 

③ 対回観測の点名にスタック機能を追加しました。 

尚、詳細につきましては、下記内容をご確認ください。 

 

 改良内容 

 

1. LANDRiV for Nivo, Nomad/T41, SPS, S3c 共通で変更 

 「器械設置」 

 任意点設置・基準軸設置の器械⾼入⼒は器械点を記録する場合に入⼒が必要で、従来は器械設
置開始時に器械⾼の入⼒を促す処理になっていました。今回のバージョンから、器械設置完了後、器械
点を記録する直前に器械⾼を入⼒するように変更しました。 

 基準軸設置の器械⾼入⼒項目が、3 次元項目をチェックしても入⼒可能にならない不具合を修正しま
した。 

 「基本観測」 

 器械設置無し（座標使用）で記録する時、後視点の記録画面が、角度・距離画面ではなく座標記
録画面になってしまう不具合を修正しました。 

 「表示カスタマイズ」 

 基本観測/測設/TS モードの表示項目をカスタマイズできる機能およびページ毎に表示/非表示の設定
ができる機能を追加しました。 

 「データ取り込み」 

 ブレーキが入った SIMA 路線データを取り込めるように改良しました。 

 「測点検出」 

 測点検出で観測した座標データを記録出来るように改良しました。 

 「対回観測」 

 対回観測の点名にスタック機能（1 対回正側のみ）を追加しました。これにより混合トラバースを⾏う時
に記録する点名が混在しても、簡単に点名を指定することができるようになりました。 

 



  LANDRiV バージョン x.9.0 リリースノート 

4/4 
 

 「出来形観測」 

 出来形観測確認画面で管理項目を変更できない不具合を修正しました。 

 出来形観測 品質証明員で観測したデータを削除することができない不具合を修正しました。 

 

2. LANDRiV for Nivo, Namad/T41 共通で変更 

 「⽂字⼊⼒」 

 ⽂字入⼒機能で「キーボード」を選択した時、半角英数入⼒にも関わらず、日本語変換機能がオンにな
り、入⼒した⽂字が全角になる不具合を修正しました。 

 

3. LANDRiV for SPS, S3c 共通で変更 

 「測設」 

 測設実⾏前にトラックライトを点灯させた場合、従来は測設測距後にトラックライトを自動的にオフにして
いたところを測距後も継続して点灯するように改良しました。 

 「TS モード」 

 ユーティリティ/ハード設定メニューから「TS モード」を呼び出せるように改良しました。 

 

4. LANDRiV for Nivo で変更 

 「測設」 

 測設実⾏前にルミガイドを点灯させた場合、従来は測設測距後にルミガイドを自動的にオフにしていたと
ころを測距後も継続して点灯するように改良しました。 

 

5. LANDRiV for Nomad/T41 で変更 

 「線形計算」 

 路線測設-単点である特定の中心線上の点を選択すると、「入⼒された条件ではセンター点の座標を計
算しません」と表示され先に進めない不具合を修正しました。 

 

以上 


